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京都市束山区木町15田」日749活地

特定事業者の
主たる業極

該当する事業
者要件

膨 京都府地球温暖化対策条例施行規貝」第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギー使用事業者 (原油に換
算して1,500キロリットル以上))
京者卜府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラック叉
はバス100台以上/タ クシー150台以上/鉄 道車両150両以上)
京都府地球温暖化対策条例施行規貝」第 10条 第4号該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事
業帝 (二酸化炭素に換算して3,000トン以上))

ロ

「

計 画  期  田 平成 18  年 4 月 平成 20  4「 3 月

基 本 方 雀キ便州エネルギーの幅換並びに病院改築整備の早期実現に向けての検討

1 を進 体 竹t 当面の 目供 として使用エネルギーのほ換計画の車案を施設諜で作成

年度ごとの具
体的な取組及
び措置

コ 凱  肉   そ

熱源改修工事 重HHからガスヘのエネルギー転換に関する資料収集 綱査

〃 宮卜田 (案)の 作成

温室効果ガス
の排出量等 リト出区分

基準年度 (実績'

( 17 )年 度
(二腕似 嘉換第 (t))

日状年度 (計山)

( 19 )年 度
(二酸化炭素換算 (t))

陣細
∽A事 業所等排出区分 7, t 7,363 t 30 %

B輸 送車両排出区分 t ↓ 0 %

Cそ の他排出区分 t ↓ O S / 6

リト出合計 洵         71々 7 t Ⅲ2           7]`l t 3C/6

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
目棟年度 (予卜回)

(二酸化炭界換算 (t

森林の保全及び整備 〈建術面狼) 〈吸収景) t

府内産の木材の利用 (利用よ) ll■
' (高け減埜) t

自然エネルギーを利用した電
力又は熱の供給

(売を重) (削減択) t

く熱供給江) CJ 〈削減五) ↓

グツーン電力の購入 〈恥八畳) (削減畳) t

肖」減量等合計 t

差引排出量

(排よⅢ合計一削減等合骨卜)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減率 (計画め
k】          V147 ↓ て,2)(布)       r7も Sヽ t せ %

特 記  事  事 妖奏環境の峡蓄並びに医療水資Eの

化を図つたことにより、快適な環
ガスリ用J量は炭酸ガス換算で4%ク
の向上の他、電子カルテ導入によ
る。ガス排出量‖」減計画としては
手から3年後には約朝のH」減が見】
図リエネルギーの節減に努めたい

Fl上を目指し、半成8年から平成12年にかけての改築整切市のなかでエネルギーの効/7

境のllt保に力‖え医療機器の充実拡充の他、床面積が約30%贈力‖したにもかかわらず
)増力〕でとどまったことからエネルギーの抑制に一定の効果を得た。今後も療養環境
るコンピュータ‐システムの拡充等増力‖が見込まれるものと靴測されるところであ
、重刑Jからガスヘのエネルギー転換を区|ることで炭酸ガス排出量を徐々に削減じ着
皆ま,Ⅲる。また第2次改築整備工事を実現することでより建物の有効かつ効率利用を

連 絡 先 mtt lLH  当  部   署

担 当 者 氏 名

仕 所

電 話 番 号

フ ァ ク シ ミ リ番 号

江 1核 当する□には、レ印を記入してください。特定事業者以タトで自主夢力‖される手紫者の方は レ印,の記入は不要で,、

2「 基印と年度Jと は,卜面勁mの 前年度を 「日lFttltJとは景1面別F13の最終年度をいいます。

3「 JF業所守リト山区分Jと は 京 ,い府内のJ車業所年の■業活rlのためのエネルギーの使用に‖い発生する温室効果ガスを 「椅送車両tJ出■介Jと
は、白IJlれ理送事業者については使用の木拠の位置を京千W付内とする■両のコト出する温室効果〃スを、敬道球業者については保有する貨物車両又
は旅客車両の排JIする温室効果ガスを、 「そのlL排出区分」とは、上れ以タトの京翻り付内における事業17r等の手挑活動に仲いうととするra室効果ガネ
をいいます毛
4「 特配手環Jに は、平成2年lI(1990年 波)を な生世としたりHlRの 対比やエネルギー原単位C02ツト山R、省エネ製品開うとなど他者の温草効果
ガスコトl14HJ滋へのj~t献、グツーン制との採Л〕、竹定フロンなどの条例指定タトの温宣効果ガスのいⅢ減などを記入してください。


